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⾏動指針 (ヘルシー7)

健康経営宣⾔に基づき、従業員の健全な⽣活習慣を担保するための⾏動指針「ヘルシー７」
を策定し、周知する

• 体重︓健康習慣を⾝に着け、適正体重を⽬指し、維持しましょう
• ⾷事︓朝⾷から3⾷抜かずに⾷べる等の正しい⾷事習慣を⾝につけましょう
• 運動︓適度な運動を継続する習慣をつけ、体⼒づくりとリフレッシュを図りましょう 
• 飲酒︓過度な飲酒を控えましょう（お酒は楽しくほどほどに） 
• 禁煙︓就業時間内は喫煙を控え、タバコによる病気を防ぎ、受動喫煙もなくしましょう
• 睡眠︓ワークライフバランスを図り、⼗分な睡眠時間を確保しましょう 
• ストレス︓ストレス状態を把握して、適切に対処しましょう (⼀⼈で悩まず、相談を)

→健康診断の際の⽣活習慣問診と、健康開発C医療職による組織・個⼈への指導・助⾔を通じて上記7項⽬
の実施状況を把握し、当該組織・個⼈にフィードバックする
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具体的な取り組み
具体策

＜運動＞
・ウォーキング等運動イベントの実施、kencom参加や独⾃イベント開催

⾏動指針「ヘルシー７」

＜喫煙＞
・就業時間内禁煙の実施
OG・基盤会社︓2022年度に実施、 グループ各社︓実施を強く推奨

・禁煙⽀援 禁煙キャンペーン、 禁煙外来⽀援（OG・基盤会社）
・禁煙指導 健康診断時の禁煙指導

＜⽣活習慣改善＞
・健診時の問診で⽣活習慣の「⾒える化」 課題と改善点を個別指導
・健開チャレンジカップ（医療職の⽀援で、⾷事改善や運動で体重減を競う）

＜メンタルヘルス＞
・イベント企画など社内コミュニケーション活性化による
いきいき職場づくり、⾵通しの良い職場づくりの推進

・健康開発ｾﾝﾀｰと組織が⼀体となり予防対策を実施
・ラインケア・セルフケア講習実施
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＜ワークライフバランス＞
・「効率的な働き⽅」の取組み ・がん検診受診勧奨(健康開発ｾﾝﾀｰ等)
・病気治療のための短時間勤務制度（OG・基盤会社）


